


ある国立産院の大部屋に、出産直前の女性たちが運びこまれる。

妻、未婚の母、初産、経験者、期待の子、望まれぬ出生。境遇も

性格も違うが、未来に育つ生命を体内に持つ女たちの人間的な連

帯感をユーモアとともに描く。ベルリン国際映画祭銀賞。

農民のイエッぺは陽気なのんだくれ。ある日、酔いつぶれた彼を

見た殿様が、いたずらっ気をだして、貴族の服を着せお邸へ運び

こむ。眼をさましたイエツぺはピックリ仰天。さてそれからの大

騒動-一。ノルディスク社創立75周年記念大作。

動物たちが自由に生き、戦い、愛しあう、フィンランドの原始の

森と湖。そこを毎日歩きまわる、貧しい密猟者。雄大で厳しい自

然の中では、密猟者さえも自然の一部である。しかしやがて、す

べては開発に呑みこまれてゆく。ベルリン国際映画祭特別優秀映

画推薦。

美しい自然の中に育つ、多感な少女ミル力。すばらしい恋をした

いと願った彼女が愛した男は、なんとミルカの母親が再婚するつ

もりの人間だった。しかしミル力は、自分の運命を嘆かない。極

北の地に咲いた悲劇の愛の花。

死んだヒヨコのお墓をつくってやる、やさしい少女イーダ。ぺ口

ぺ口・キャンディーが大好きな、無邪気な少女イーダ。そのイー

ダの上にも、戦争の苦しみと人々の憎しみあいが、おそいかかる。

l 人で生きてゆく少女イーダ。

17世紀の北のフィヨールド地帯。放浪の女エリは、ある農場にた

どりつき、アスラクに会う。しかし 2 人の恋は、土地の人々の反

感をまねき、エリは男をまどわす魔女として処刑され、アスラク

も死ぬ。

図書館に勤める内気な女性エヴァが、ある夜すてきな男性からダ

ンスにさそわれる。ところが男は、たいへんなフレイボーイだっ

た。エヴァは、アッとおどろく奇想天外な方法で、男に復讐する

が…。

サマーハウス〈楽園荘〉に、今年も集まってきた親族や友人たち。

おたがいにしたしみあい、幸福そうな人びとが、ふとしたことで

あらそいをはじめ、夏の幸福はもろくも崩れてゆく。巨匠ベルイ

マンが、かつての自作「処女の泉」などで名演技をみせたりンド

ブ口ムの処女監督作品を、みずからフロデユースした話題作。
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